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平成27年度

ほっかいどうチャレンジテスト

次の問いに答えましょう。

（１）連続する２つの自然数のうち、小さい方の自然数を n とするとき、そ
の連続する２つの自然数をそれぞれ n を用いた式で表しましょう。

（２）連続する３つの自然数のうち、中央の自然数を n とするとき、その
連続する３つの自然数をそれぞれ n を用いた式で表しましょう。

連続する３つの整数の和は、中央の整数の３倍になります。この理由
は、次のように説明できます。 に当てはまる式を書きましょう。

１

１学期サポート問題2（第４回）

数学中２ 解答（生徒用）

連続する３つの整数のうち、最も小さい整数を n とすると、連続する
３つの整数は、n、n ＋１、n ＋２と表すことができます。

したがって、それらの和は、
n ＋(n ＋１)＋(n ＋２）

＝ n ＋ n ＋１＋ n ＋２

＝３n ＋３

＝３( )

は中央の整数なので、３の倍数になることが分かります。

２

n、n ＋１

n ＋１

n －１、n、n ＋１

具体的に「連続する３つの自然数」を書き
出し、３つの数の関係を考えてみましょう。

※次のページにも、問題があります。
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次の問いに答えましょう。

（１）２００㎝の５０％の長さを求める式をつくりましょう。
ただし、答えを求める必要はありません。

（２）ある会場に中学生が集まりました。集まった中学生１００人のうち、
４０％が女子でした。女子の人数を求める式を書きましょう。ただし、
答えを求める必要はありません。

ある町の人口を調べたところ、今年の人口は１２０６０人でした。
今年は５年前と比べて、１５歳未満の人口が９％増え、１５歳以上の

人口が１％減り、合計で６０人増えました。この町の５年前の１５歳未
満の人口と１５歳以上の人口をそれぞれ求めます。

この問題を解くために、５年前の１５歳未満の人口を x、１５歳以上
の人口を y として連立方程式をつくります。次の ～ にあて
はまる式をつくりましょう。

５年前の人口は、今年の１２０６０人より６０人少ないことから、
１２０００人である。

このことから、５年前の人口を表す式は と
なる。

また、今年の１５歳未満の人口は５年前の x 人より９％増えている
ことから と表され、１５歳以上の人口は５年前の y 人より１％
減っていることから と表される。

このことから、今年の人口を表す式は とな
る。

３

２００×０ .５

１００×０ .４

４

① ④

① x ＋ y ＝１２０００ ② １.０９ x

③ ０.９９ y ④ １.０９ x ＋０.９９ y ＝１２０６０

①

②

③

④

数量の関係を言葉で表してから、方程式を
つくってみましょう。

９問中


